
　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し
上げます。ここに当社グループ第76期（2025年3月期）上半
期の事業概況および今後の取り組みについてご報告申し上げ
ます。
　上半期におきましては、当社のメキシコ子会社における棚卸資
産の過大計上により２期にわたる決算訂正を行うなど、皆様には
多大なるご心配とご迷惑をおかけいたしましたこと、深くお詫び
申し上げます。今後は、再発防止策を着実に実行し、株主・投資家
の皆様をはじめ関係者の皆様からの信頼回復に努めてまいる所
存です。
　自動車業界におきましては、北米および東アジアでは自動車
生産台数は前年同期比で増加しましたが、日本および東南アジ
アでは自動車生産台数は前年同期比で減少しました。
　当社におきましては、北米顧客の自動車生産台数が回復基調
であったことに加え、為替が寄与した結果、当中間連結会計期間
の業績は売上高61,216百万円、営業利益4,102百万円と、対
前年同期比で増収増益となりました。
　このような状況において、当社は、複雑に変化しつづける経営

環境にグローバルでフレキシブルに
対応するため、新たに『2030年グ
ローバル中長期経営計画』を5月に
公表いたしました。この新中長期経
営計画には、「資本コストや株価を意
識した経営の実現に向けた対応」を
取り入れ、さらにSDGsやESGなど
のサステナブル経営との融合性を
高めて、当社の企業価値向上と持
続可能な社会に貢献することを重
視して策定いたしました。目指す姿として「業界グローバルトップ
企業」を掲げ、社会的価値の創造と経済的価値の創造の両輪
で、目標達成に向けた取り組みを進めてまいります。
　下半期におきましても、社会・環境の変化に対し「弾力発想。」
で社員一丸となって挑戦し、さらなる企業価値向上に努めてまい
ります。
　株主の皆様には今後ともご支援、ご鞭撻を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

代表取締役社長

2023年3月期、2024年3月期の各数値は、過年度決算訂正後の数値を記載しております。
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親会社株主に帰属する
中間（当期）純利益
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経常利益

61,216百万円 4,102百万円 3,741百万円 2,090百万円

■連結財務ハイライト

トップメッセージ

中間株主通信
2024年4月1日から2024年9月30日まで

第76期

証券コード  5161さざんか(レース編み) 1981年 西川一平(前会長)
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会社概要  （2024年9月30日現在）

社 名 西川ゴム工業株式会社
本社所在地 広島市西区三篠町二丁目2番8号  TEL.082-237-9371（代表）
設 立 1949年4月
資 本 金 33億6,448万660円
従 業 員 数 1,368名

役員  （2024年9月30日現在）

株式の状況  （2024年9月30日現在）

発行可能株式総数 ････････････････････････････････････48,343,000株
発行済株式の総数 ････････････････････････････････････19,995,387株
株　　 主　　 数 ･････････････････････････････････････････ 4,002名

金融機関 17.12％
証券会社 8.68％

その他の法人 26.40％

個人・その他 38.37％

外国法人等 6.02％
自己株式 3.41％

所有者別株式数比率
株主メモ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
一単元の株式数 100株
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
公 告 の 方 法 電子公告による（当社コーポレートサイトに掲載）

（特別口座の管理機関）

　当社メキシコ子会社（以下、「本件子会社」といいます。）において、誤謬による棚卸資産の過大計上が判明いたしました。その原
因は、本件子会社における棚卸資産の決算処理手続の属人化や在庫管理システムの不十分な運用管理等によるもので、当社に
よる本件子会社の管理体制にも不十分な点がありました。当社は、社内調査結果を重く受け止め、以下の方針で再発防止策を実
施することを取締役会にて決定いたしました。

　今後、本件に関する個別業務の局所的な対処に留まることなく、本質的な再発防止の取り組みを着実に実施し、株主の皆様を
はじめとしたステークホルダーの皆様からの信頼回復に努めてまいります。

（１）本件子会社における再発防止策
① 棚卸資産に関連する決算処理の文書化状況の調査および不足部分についての文書化
② 在庫管理システムのマニュアル整備とアクセス権限設定の見直し等の運用管理の改善
③ 本件子会社の経営会議および当社の海外関係会社管理を目的とする会議体への報告内容の充実
④ 各勘定明細や在庫管理システムと試算表との一致確認の徹底および関連証憑との照合
⑤ 担当者交代時の適切な引継ぎに資する新たな手順書の作成と教育の実施
⑥ 各勘定科目明細表の査閲に関する業務手順書の作成と上位者、別担当者による承認の徹底
⑦ 財務数値の比較分析方法について手順書の作成と教育の実施
⑧ 決算整理仕訳について、仕訳作成者・システム入力者以外の上位者による査閲および承認の徹底
⑨ システムの承認権限機能の導入

（ 2 ）当社における再発防止策
① 海外子会社のリスクや内部統制に係る管理・指導の責任部署の明確化・一元化
② 財務数値の異常値を発見する視点を重視した財務分析スキルの向上と仕組みづくり
③ 海外子会社に対する内部監査機能の強化

　当社では、株主の皆様をはじめとするステークホルダーの皆様に、西川ゴムグループのCSR活動への理解を深めていただく
ことを目的に、年１回CSR報告書を作成しております。環境に配慮した技術開発や、ESG活動状況を多数ご紹介しております。

「CSR報告書2024」は、右のQRコードからご覧いただけます  https://www.nishikawa-rbr.co.jp/sustainability/csr.html

CSR報告書2024

再発防止のための取り組み

会社概要・株式情報
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